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(2) セラミック被覆材の圧縮負荷時の皮膜損傷の初期挙動を，腐食電位測定と AE (アコースティック・エミッション)
法を用いた方法で精密に測定し，その結果を基に皮膜密着性の定量評価を検討し皮膜の密着性と腐食電位測定およ
びAE法により測定された被覆破壊開始時の基材歪との間には，定量的な相関があることを明らかにしている。
この方法によって評価した皮膜の密着性と基材の塑性流れ性とによって被覆材のキャビテーション・エロージョン
性を評価しうることを明らかにしている。
(3) 以上の基礎研究で得られた成果をふまえ，最適な被覆仕様を抽出し，この条件でセラミックス蒸着被覆したステン
レス鋼製制御弁は，無被覆のステンレス鋼製制御弁(従来品)に比べて，経時劣化が改善され寿命を延ばすことがで
きることを実使用条件下で確認している。
以上のように，本論文は，尿素プラントの制御弁を対象としてエロージョン・コロージョン防止のためのセラミック
蒸着被覆の性能評価法の開発と蒸着被覆法の実用化を達成したものであり，その成果は生産加工工学ならびに材料工学
の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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